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Ⅰ はじめに 

本学は、産業の基幹である農学と工学を中心とし、その融合分野も含めた教育研究分野を備え

た特色ある大学として、140 年以上の長い歴史と伝統を引き継ぎ、培ってきた。 

大学の本分は、知を継承すること（＝教育）、そして知を探求し、深化させること（＝研究）

にあり、本学はさらに、「持続発展可能な社会づくり」のための将来設計を提唱することも重要

な使命とし、常に新たな取組に挑戦している。 

第３期中期目標期間においては、文部科学省の機能強化の方向性に応じた重点支援の３つの

枠組みのうち、“ 世界で卓越した教育研究、社会実装を推進する大学”を選択し、科学技術イノ

ベーションにより未来を切り拓き、世界に向けて日本を牽引する理系研究大学としての役割を

果たすため、学長ビジョン“世界が認知する研究大学へ”を掲げ、これを実現するための４つの

機能強化戦略（Ⅱ 基本情報 １．目標参照）に積極的に取り組み、世界において一層の存在感

を発揮することを目指している。 

機能強化戦略の実現に向けて、「食料」「エネルギー」「ライフサイエンス」の３つの研究重点

分野における世界第一線で活躍する著名な外国人教授を招へいして国際共同研究を進めるグ

ローバルイノベーション研究院や、東京外国語大学及び電気通信大学との三大学協働の複合新

領域である共同サステイナビリティ研究専攻の設置など、特色ある組織やプログラムを立ち上

げ、運営・推進している。 

一方、大学の基盤的財源となる運営費交付金の交付額は年々減少しており、大学の財政は厳し

い状況となっている。 

このような局面において、本学では業務の見直しの徹底等による管理経費の抑制や競争的資

金の獲得等による自己収入の増加など、本学が掲げる目標達成に向けて、業務運営の改善・効率

化及び財政基盤の一層の強化に取り組んでいる。 

 

 

Ⅱ 基本情報 

１．目標 

本学は、20 世紀の社会と科学技術が顕在化させた「持続発展可能な社会の実現」に向けた課

題を正面から受け止め、農学、工学及びその融合領域における自由な発想に基づく教育研究を通

して、世界の平和と社会や自然環境と調和した科学技術の進展に貢献するとともに、課題解決と

その実現を担う人材の育成と知の創造に邁進することを基本理念とする。 

本学は、この基本理念を「使命志向型教育研究－美しい地球持続のための全学的努力」（MORE 

SENSE：Mission Oriented Research and Education giving Synergy in Endeavors toward a 

Sustainable Earth）と標榜し、自らの存在と役割を明示して、21世紀の人類が直面している課

題の解決に真摯に取り組む。 

第３期中期目標・中期計画においては、「世界が認知する研究大学へ」を学長ビジョンとして

掲げ、世界に向けて日本を牽引する大学としての役割を果たすため 

１．世界と競える先端研究力の強化 

２．国際社会との対話力を持った教育研究の推進 
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３．日本の産業界を国際社会に向けて牽引 

４．高度なイノベーションリーダーの養成 

に積極的に取り組み、卓越した成果を創出している海外大学と伍して、全学的に卓越した教育研

究、社会実装を推進する。 

本学は、これに基づく中期目標・中期計画を策定し、更なる大学改革・機能強化を図るため必

要な施策を実施する。 

 

２．業務内容 

○教育に関する目標を達成するための措置 

・高度なイノベーションリーダーの養成に向けた、卓越大学院プログラムや９年一貫のグ

ローバル教育プログラム等の実施 

・教育の実施体制充実に向けた、農学府・工学部の改組、ダブルディグリー制度や他大学と

の連携による教育の推進 等 

・多様な学生のキャリア形成に向けた支援や心身の障害により大学生活に困難を抱える学

生への支援の実施 

・優秀な人材の確保に向けた、高大連携教室や学部の特色を生かしたオープンキャンパス

の実施 等 

○研究に関する目標を達成するための措置 

・世界と競える先端研究力の強化に向けた、グローバルイノベーション研究院における先

端的な国際共同研究の実施や、海外研究機関との派遣・受入事業の実施 

・産学官連携活動の発展・推進に向けた、大型共同研究等の創出、公募型競争的資金等獲得

のための施策の実施 

・多様な機関との連携・協働による研究の推進 

・テニュアトラック教員等の研究力向上に向けた取組や女性研究者への支援、外部資金申

請や国際共同研究の円滑な運用に向けた支援の実施 等 

○社会との連携や社会貢献、グローバル化に関する目標を達成するための措置 

・公開講座や自治体等との連携による教育研究成果を活用した地域貢献・社会貢献活動の

実施 

・グローバル人材の育成に向けた、様々な留学プログラムの提供や危機管理等の留学サポー

ト、外国人留学生の受入れに関する環境整備 等 

 

３．沿革 

年 号 （ 西 暦 ） 沿   革 

明治 7 年(1874)  
内務省勧業寮内藤新宿出張所 

農事修学場 蚕業試験掛 

明治 10 年(1877) 内務省樹木試験場   

明治 11 年(1878)  駒場農学校  

明治 14 年(1881) 農商務省樹木試験場 
農商務省 

駒場農学校 
 

明治 15 年(1882) 農商務省東京山林学校   

明治 17 年(1884)   農商務省蚕病試験場 
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明治 19 年(1886) 農商務省東京農林学校  

明治 20 年(1887)  蚕業試験場 

明治 23 年(1890) 帝国大学農科大学乙科  

明治 24 年(1891)  農商務省仮試験場蚕事部 

明治 26 年(1893)  蚕業試験場 

明治 29 年(1896)  蚕業講習所 

明治 31 年(1898) 帝国大学農科大学実科  

明治 32 年(1899)  東京蚕業講習所 

大正 3 年(1914)  東京高等蚕糸学校 

大正 8 年(1919) 東京帝国大学農学部実科  

昭和 10 年(1935) 
東京高等農林学校 

（現在地の府中へ実科独立・移転） 
 

昭和 15 年(1940)  (現在地の小金井へ移転) 

昭和 19 年(1944) 東京農林専門学校 東京繊維専門学校 

昭和 24 年(1949) 東京農工大学（農学部・繊維学部）を設置 

昭和 37 年(1962) 繊維学部を工学部に改称 

昭和 40 年(1965) 大学院農学研究科（修士課程）を設置 

昭和 41 年(1966) 大学院工学研究科（修士課程）を設置 

昭和 60 年(1985) 大学院連合農学研究科（博士課程）を設置 

平成元年 (19 8 9 ) 
大学院工学研究科（修士課程）を工学研究科（博士前期・後期課程）

に改組 

平成 2 年(1990) 
岐阜大学大学院連合獣医学研究科（博士課程）の構成大学として参

画 

平成 7 年(1995) 大学院生物システム応用科学研究科（博士前期・後期課程）を設置 

平成 16 年(2004) 国立大学法人化により「国立大学法人東京農工大学」に移行 

平成 16 年(2004) 

大学院（農学研究科、工学研究科、生物システム応用科学研究科） 

を改組し、共生科学技術研究部（研究組織）及び農学教育部、工学

教育部、生物システム応用科学教育部（教育組織）に再編 

平成 17 年(2005) 大学院技術経営研究科（専門職学位課程）を設置 

平成 18 年(2006) 

大学院共生科学技術研究部を大学院共生科学技術研究院に名称変

更 

研究部、教育部を研究院（研究組織）及び農学府、工学府、生物シ

ステム応用科学府（教育組織）に名称変更 

平成 22 年(2010) 

大学院共生科学技術研究院を大学院農学研究院及び大学院工学研

究院に改組、大学院生物システム応用科学府に早稲田大学との共同

先進健康科学専攻（博士課程）を設置 

平成 23 年(2011) 
大学院技術経営研究科（専門職学位課程）を改組し、大学院工学府

産業技術専攻（専門職学位課程）へ再編 

平成 24 年(2012) 農学部に岩手大学との共同獣医学科を設置 

平成 28 年(2016) グローバルイノベーション研究院（研究組織）を設置 

平成 30 年(2018) グローバル教育院を設置 

平成 31 年(2019) 

（令和元年） 

大学院工学府に東京外国語大学及び電気通信大学との共同サステ

イナビリティ研究専攻を設置 
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４．設立に係る根拠法 

国立大学法人法（平成 15 年法律第 112 号） 

 

５．主務大臣（主務省所管課） 

文部科学大臣（文部科学省高等教育局国立大学法人支援課） 

 

６．組織図その他の国立大学法人等の概要 

   別紙 1-1、1-2 のとおり 

 

７．事務所（従たる事務所を含む）の所在地 

東京都府中市 

東京都小金井市 

 

８．資本金の額 

85,007,680,300 円（全額 政府出資） 

旧府中寮の土地を売却したため、166,000,000 円の減資を行った。 

 

９．在籍する学生の数 

総学生数           5,686 人 

学士課程          3,795 人 

修士課程、博士前期課程    1,258 人 

博士課程又は博士後期課程    498 人 

専門職学位課程          82 人 

一貫制博士課程          53 人 

 

10．役員の状況 

役職 氏名 任期 主な経歴 

学長 大野 弘幸 平成 29 年 4月 1日 

～令和 2年 3月 31 日 

 

平成 25 年 4月 東京農工大学工学研究院

長・工学府長・工学部長 

理事 

((教育担当）・副

学長） 

梅田 倫弘 平成 29 年 4月 1日 

～令和 2年 3月 31 日 

 

平成 24 年 4月 東京農工大学科学博物館長 

理事 

((学術・研究担

当）・副学長） 

荻原  勲 平成 29 年 4月 1日 

～令和 2年 3月 31 日 

 

平成 25 年 4月 東京農工大学農学研究院

長・農学府長・農学部長 

理事 

((国際・広報担

当）・副学長） 

岡山 隆之 平成 29 年 4月 1日 

～令和 2年 3月 31 日 

 

平成 26 年 4月 東京農工大学農学部附属動

物医療センター長 
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理事 

((総務・財務担

当）・事務局長） 

堀川 光久 平成 31 年 4月 1日 

～令和 2年 3月 31 日 

 

平成 29 年 4月 静岡大学理事（総務・財務・

施設担当）・事務局長 

監事 中村佳代子 平成 28 年 4月 1日 

～令和 2年 8月 31 日 

 

平成 24 年 9月 原子力規制委員会・原子力

規制委員 

監事 増田 正志 平成 28 年 4月 1日 

～令和 2年 8月 31 日 

 

平成 21 年 9月 新日本有限責任監査法人公

会計部部長 

 

11．教職員の状況 

教 員   456 人（うち常勤 388 人、非常勤   68 人） 

職 員   545 人（うち常勤 209 人、非常勤  336 人） 

 ※非常勤教員数には、フルタイムの非常勤教員を計上。 

（常勤教職員の状況） 

常勤教職員は前年度比で 24 人（3.86％）減少しており、平均年齢は 48 歳（前年度 47

歳）となっている。このうち、国等からの交流者は 12 人であり、地方公共団体及び民間

からの出向者は 0人である。 

 

 

Ⅲ 財務諸表の要約 

（勘定科目の説明については、別紙 2「財務諸表の科目」を参照。） 

 

１．貸借対照表 

（https://www.tuat.ac.jp/documents/tuat/outline/jyouhoukoukai/houjin/zaimu/zaimusyohy

ou01.pdf）  

                             （単位：百万円） 

資産の部 金額 負債の部 金額 

固定資産 95,927 固定負債 6,861 

 有形固定資産 95,173  資産見返負債 5,643 

  土地 77,630  長期借入金 519 

   減損損失累計額 △42  その他の固定負債 698 

  建物 27,042   

   減価償却累計額 △13,198 流動負債 5,075 

  構築物 1,912  運営費交付金債務 735 

   減価償却累計額 △ 1,384  寄附金債務 1,737 

  機械装置 7,646  未払金 1,527 

   減価償却累計額 △ 7,519  その他の流動負債 1,073 

  工具器具備品 7,040     
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   減価償却累計額 △ 5,915 負債合計 11,936 

  その他の有形固定資産 1,961 純資産の部   

 その他の固定資産 754 資本金 85,007 

     政府出資金 85,007 

流動資産 4,093 資本剰余金 2,878 

 現金及び預金 2,378 利益剰余金 197 

 有価証券 1,492    

 その他の流動資産 222 純資産合計 88,083 

資産合計 100,020 負債純資産合計 100,020 

 

２．損益計算書 

（https://www.tuat.ac.jp/documents/tuat/outline/jyouhoukoukai/houjin/zaimu/zaimusyohy

ou01.pdf） 

                      （単位：百万円） 

  金額 

経常費用（Ａ） 14,202 

 業務費 13,189 

  教育経費 1,554 

  研究経費 1,624 

  教育研究支援経費 628 

  受託研究費 943 

  共同研究費 558 

    受託事業費等 73 

  人件費 7,806 

 一般管理費 868 

 財務費用 143 

 雑損 0 

経常収益（Ｂ) 14,017 

 運営費交付金収益 6,304 

 学生納付金収益 3,348 

 受託研究収益 1,195 

 共同研究収益 698 

 受託事業等収益 88 

 その他の収益 2,382 

臨時損失（Ｃ) 44 

臨時利益（Ｄ) 10 

目的積立金取崩額（Ｅ） - 
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当期総損失（Ｂ－Ａ－Ｃ＋Ｄ＋Ｅ） △ 218 

 

３．キャッシュ・フロー計算書 

（https://www.tuat.ac.jp/documents/tuat/outline/jyouhoukoukai/houjin/zaimu/zaimusyohy

ou01.pdf） 

                         （単位：百万円） 

  金額 

Ⅰ業務活動によるキャッシュ・フロー（Ａ） 1,178 

  原材料、商品又はサービスの購入による支出 △ 3,856 

  人件費支出 △ 8,058 

  その他の業務支出 △ 724 

  運営費交付金収入 6,508 

  学生納付金収入 3,250 

  受託研究収入 1,354 

  共同研究収入 799 

  受託事業等収入 89 

  その他の業務収入 1,816 

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー（Ｂ) △ 250 

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｃ)  △ 255 

Ⅳ資金に係る換算差額 △ 120 

Ⅴ資金増加額（又は減少額）（Ｄ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 551 

Ⅵ資金期首残高（Ｅ） 257 

Ⅶ資金期末残高（Ｆ＝Ｄ＋Ｅ） 809 

 

４．国立大学法人等業務実施コスト計算書 

（https://www.tuat.ac.jp/documents/tuat/outline/jyouhoukoukai/houjin/zaimu/zaimusyohy

ou01.pdf） 

                      （単位：百万円） 

  金額 

Ⅰ業務費用 7,407 

  損益計算書上の費用 14,246 

  （控除）自己収入等 △ 6,839 

 （その他の国立大学法人等業務実施コスト）   

Ⅱ損益外減価償却相当額 733 

Ⅲ損益外減損損失相当額 42 

Ⅳ損益外利息費用相当額 0 



8 

Ⅴ損益外除売却差額相当額 9 

Ⅵ引当外賞与増加見積額 1 

Ⅶ引当外退職給付増加見積額 △116 

Ⅷ機会費用 4 

Ⅸ国立大学法人等業務実施コスト 8,081 

 

５．財務情報 

（１）財務諸表に記載された事項の概要 

①主要な財務データの分析（内訳・増減理由） 

ア．貸借対照表関係 

（資産合計） 

令和元年度末現在の資産合計は前年度比 500 百万円（0.5％）減（以下、特に断らない

限り前年度比）の 100,020 百万円となっている。 

主な増加要因としては、語学演習棟及び FS センター管理棟改修により、建物が 644 百

万円（2.4％）増の 27,042 百万円となったことが挙げられる。 

また、主な減少要因としては、旧府中寮の土地売却により、土地が 332 百万円（0.7％）

減の 77,630 百万円になったこと、減価償却により建物の減価償却累計額が 862 百万円

（7.0％）増の△13,198 百万円となったことが挙げられる。 

 

（負債合計） 

令和元年度末現在の負債合計は 89 百万円（0.8％）増の 11,936 百万円となっている。 

主な増加要因としては、寄附金で運用している債券の利息等の増加により寄附金債務

が 144 百万円（9.0％）増の 1,737 百万円となったことが挙げられる。 

 

（純資産合計） 

令和元年度末現在の純資産合計は 589 百万円（0.7％）減の 88,083 百万円となってい

る。 

主な減少要因としては、旧府中寮の土地売却に伴い政府出資金を減資したことにより、

資本金が 166 百万円（0.2％）減の 85,007 百万円となったこと、特定償却資産の減価償

却等により、資本剰余金が 205 百万円（6.7％）減の 2,878 百万円となったことが挙げら

れる。 

 

イ．損益計算書関係 

（経常費用） 

令和元年度の経常費用は 67 百万円（0.5％）減の 14,202 百万円となっている。 

主な減少要因としては、受託研究費の執行が 269 百万円（22.2％）減の 943 百万円と

なったことが挙げられる。 
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（経常収益） 

令和元年度の経常収益は 406 百万円（2.8％）減の 14,017 百万円となっている。 

主な減少要因としては、受託研究費の受入額が減少したことにより受託研究費収益が

293 百万円（19.7％）減の 1,195 百万円となったことが挙げられる。 

 

（当期総損失） 

為替レートの変動により評価損が発生したため、令和元年度の当期総損失は、367 百万

円（247.6%）減の 218 百万円となっている。 

 

ウ．キャッシュ・フロー計算書関係 

（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

令和元年度の業務活動によるキャッシュ・フローは 383 百万円（24.6％）減の 1,178 百

万円となっている。 

主な増加要因としては、運営費交付金収入が 100 百万円（1.6％）増の 6,508 百万円と

なったことが挙げられる。 

主な減少要因としては、人件費支出が 177 百万円（2.3％）増の△8,058 百万円となっ

たことが挙げられる。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

令和元年度の投資活動によるキャッシュ・フローは 1,608 百万円（86.5％）増の△250

百万円となっている。 

主な増加要因としては、定期預金の払戻による収入が 2,857 百万円（54.0％）増の 8,151

百万円、有形固定資産の売却による収入が 194 百万円（100.0％）増の 194 百万円となっ

たことが挙げられる。 

主な減少要因としては、定期預金の預入による支出が 1,216 百万円（19.6％）増の 7,420

百万円になったことが挙げられる。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

令和元年度の財務活動によるキャッシュ・フローは 11 百万円（4.6％）減の△255 百万

円となっている。 

主な減少要因としては、リース債務の返済による支出が 13 百万円（9.5％）減の△149

百万円となったことが挙げられる。 

 

エ．国立大学法人等業務実施コスト計算書関係 

（国立大学法人等業務実施コスト） 

令和元年度の国立大学法人等業務実施コスト 258 百万円（3.1％）減の 8,081 百万円と

なっている。 
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主な減少要因としては、経常費用の減少により業務費用が 52 百万円（0.7％）減の 7,407

百万円となったこと、施設費で購入した施設の減価償却により損益外減価償却相当額が

133 百万円（15.4％）減の 733 百万円になったことが挙げられる。 

 

 （表）主要財務データの経年表                   （単位：百万円） 

区分 
平  成 

27 年度 

平  成 

28 年度 

平  成 

29 年度 

平  成 

30 年度 

令 和 

元年度 

資産合計 100,822 100,172 100,473 100,521 100,020 

負債合計 10,359 10,558 11,747 11,847 11,936 

純資産合計 90,463 89,613 88,725 88,673 88,083 

経常費用 14,510 14,053 13,722 14,269 14,202 

経常収益 14,559 13,815 13,256 14,424 14,017 

当期総利益 492 29 △477 148 △218 

業務活動によるキャッシュ・フロー 883 1,061 783 1,562 1,178 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,551 △3,426 △278 △1,858 △250 

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 201 89 △235 △244 △255 

資金に係る換算差額 - - - 0 △120 

資金期末残高 2,802 527 797 257 809 

国立大学法人等業務実施コスト 9,163 8,343 8,590 8,340 8,081 

（内訳）      

 業務費用 8,022 7,491 7,666 7,460 7,407 

  うち損益計算書上の費用 14,565 14,091 13,755 14,328 14,246 

  うち自己収入 △ 6,542 △6,600 △6,089 △6,868 △6,839 

 損益外減価償却相当額 894 943 911 867 733 

 損益外減損損失相当額 - - - - 42 

 損益外利息費用相当額 1 1 0 0 0 

 損益外除売却差額相当額 11 1 1 0 9 

 引当外賞与増加見積額 4 1 △1 10 1 

 引当外退職給付増加見積額 229 △152 △27 1 △116 

 機会費用 - 57 39 - 4 

 （控除）国庫納付額 - - - - - 

 

※対前年度比における著しい変動理由 

（資産合計） 

・令和元年度に旧府中寮の土地を売却したことにより、固定資産が減少したため。 

（負債合計） 

・平成 29 年度においては、建物新営に伴う長期未払金の増加及び固定資産の取得に伴う
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資産見返負債が増加したため。 

（純資産合計） 

  ・令和元年度に旧府中寮の土地を売却したことにより、政府出資金が減少したため。 

（経常費用） 

  ・平成 28 年度においては、施設費等の執行減により教育等経費が減少したため。 

  ・平成 29 年度においては、給与改定等により人件費が減少したため。 

  ・平成 30 年度においては、受託研究費等の外部資金の執行が増加したため。 

 ・令和元年度においては、受託研究費等の外部資金の執行が減少したため。 

（経常収益） 

  ・平成 28 年度においては、運営費交付金特別経費等の執行減により運営費交付金収益が

減少したため。 

  ・平成 29 年度においては、授業料財源での資産取得が増加したことにより授業料収益が

減少したため。 

  ・平成 30 年度においては、授業料財源での資産取得が減少したことにより授業料収益が

増加したため。 

・令和元年度においては、受託研究費等の受入額が減少したため。 

（当期総利益） 

・平成 27 年度においては、運営費交付金の中期目標期間最終年度により運営費交付金債

務を収益化したため。 

・平成 28 年度においては、平成 27 年度における運営費交付金債務の収益化額が増加し

たことにより減少したため。 

・平成 29 年度においては、大学運営費等財源にて建物の新営を行い、長期未払金を計上

したため。 

・平成 30 年度においては、授業料財源での資産取得が減少したことにより授業料収益が

増加したため。 

・令和元年度においては、為替レートの変動により評価損が発生したため。 

（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

・平成 28 年度においては、原材料、商品、サービスの購入による支出が減少したため。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

・平成 27 年度においては、施設費による収入が減少したため。 

・平成 28 年度においては、定期預金の払戻による収入及び預入による支出が減少したた

め。 

・平成 30 年度においては、定期預金の預入による支出が増加したため。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

・平成 28 年度においては、府中学生寄宿舎新営のための長期借入れを行ったため。 

・令和元年度においては為替差損による支出が増加したため。 
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（業務費用） 

  ・平成 28 年度においては、施設費等の執行額が減少したことにより、教育研究等経費等

が減少したため。 

  ・平成 29 年度においては、給与改定等に伴い人件費が減少したため。 

  ・平成 30 年度においては、控除要因である自己収入等が増加したため。 

・令和元年度においては受託研究費等の執行額が減少したことにより、教育研究等経費

等が減少したため。 

（引当外退職給付増加見積額） 

・運営費交付金で財源措置される職員の自己都合退職給付額が、その年度における職員

の年齢構成等によって増減するため。 

（機会費用） 

・機会費用の算定に係る利回りにより額が増減するため。 

 

②セグメントの経年比較・分析（内容・増減理由） 

  該当なし 

 

③目的積立金の申請状況及び使用内訳等 

  当期は、総損失 218 百万円が生じたため、目的積立金として申請する金額はない。 

   

（２）重要な施設等の整備等の状況 

①当事業年度中に完成した主要施設等 

府中幸町団地語学演習棟改修    取得価格：105 百万円 

府中幸町団地 FS センター管理棟改修  取得価格：259 百万円 

 

②当事業年度において継続中の主要施設等の新設・拡充 

    該当なし 

③当事業年度中に処分した主要施設等 

旧府中寮土地  売却価格：348 百万円 

 

 

④当事業年度において担保に供した施設等 

  該当なし 

 

（３）予算及び決算の概要 

  以下の予算・決算は、国立大学法人等の運営状況について、国のベースにて表示しているも

のである。 
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（単位：百万円） 

 

 

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 差額理由 

収入 16,731 16,924 15,269 15,462 14,045 14,299 14,225 14,629 14,423 15,148 15,197 15,447  

 運営費交付金収入 6,886 7,060 6,764 6,907 6,150 6,160 6,271 6,519 6,262 6,978 6,715 7,146  

 補助金等収入(※1) 3,183 3,067 2,038 1,960 1,168 1,120 1,425 1,475 909 1,205 755 958  

 学生納付金収入 3,348 3,352 3,355 3,313 3,321 3,284 3,262 3,274 3,269 3,266 3,250 3,258  

 その他収入(※2) 3,312 3,441 3,110 3,280 3,404 3,730 3,265 3,359 3,981 3,698 4,477 4,083  

支出 16,731 16,173 15,269 14,999 14,045 13,820 14,225 13,814 14,423 14,227 15,197 14,290  

 教育研究経費 8,530 7,918 8,190 8,121 8,138 8,152 8,029 7,852 7,998 8,009 8,099 8,026  

 一般管理費 2,635 2,446 2,397 2,387 1,822 1,825 1,945 1,902 2,113 2,116 2,418 2,398  

 その他支出 5,565 5,808 4,682 4,488 4,083 3,839 4,251 4,060 4,311 4,101 4,679 3,865  

  収入－支出 - 750 - 463 - 479 - 814 - 920 - 1,157  

※1 補助金等収入には、施設整備費補助金、大学改革支援・学位授与機構施設費交付金が含ま

れている。 

※2 平成 26 年度及び平成 28 年度のその他収入には、長期借入金収入が含まれている。 

 

 

Ⅳ 事業に関する説明 

（１）財源の内訳（財源構造の概略等） 

本学の経常収益は 14,017 百万円で、その内訳は、運営費交付金収益 6,304 百万円

（45.0％（対経常収益比、以下同じ。））、学生納付金収益 3,348 百万円（23.9％）、受託研究

（事業）等収益 1,982 百万円（14.1％）、その他の収益 2,382 百万円（17.0％）となってい

る。 

 

（２）財務情報及び業務の実績に基づく説明 

令和元年度は、年度計画の着実な実施に努めるべく予算を編成し、以下のような取組を実

施した。 

なお、事業に要した経費は、教育経費 1,554 百万円、研究経費 1,624 百万円、教育研究支

援経費 628 百万円、受託研究（事業）費等 1,575 百万円、人件費 7,806 百万円、一般管理費

868 百万円となっている。 

 

 

教育関係 

『高度なイノベーションリーダーの養成』に向けた取組 

◆多様な教育プログラムの実施 

「超スマート社会」を新産業創出とダイバーシティにより牽引する卓越リーダーを養成
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することを目的とした「卓越大学院」プログラムや、国際的に活躍できる理工系人材育成

に向けて、専門力・思考力・コミュニケーション力を高める 9年一貫の「グローバル・プ

ロフェッショナル・プログラム」などを実施した。 

  令和元年度からは新たに、企業研究者にも門戸を開く全学的な教育プログラム「理系研

究者ビジョナリープログラム」ベーシックコース、アドバンスドコースを実施し、研究成

果に基づく起業や企業における事業開発を推進できる人材の育成を行うなど、高度なイノ

ベーションリーダーの養成に向けて多様な教育プログラムを展開している。 

◆学生への経済的支援、キャリア形成支援 

経済的な理由で修学が困難な学生に対して修学支援事業基金による経済的支援を行うと

ともに、長期履修制度の導入により社会人学生の負担軽減を図っている。 

 また、キャリア形成支援として、同窓会・生協と連携した就活セミナー・合同企業説明

会の開催やグローバル・プロフェッショナル・プログラム履修者を対象としたキャリアカ

ウンセリングを実施した。 

 さらに、令和元年度からは、本学特別栄誉教授である遠藤章教授からの寄付を原資とし

て「遠藤章奨学金」を創設し、大学院博士課程への進学を目指す意思がある卓越した学部

学生への経済支援を開始した。 

 ◆高大接続等の取組 

   高校生を対象に、高大連携教室（入学前教育プログラム）の開催及び国際的な活動を含

む高度で体系的な理数教育開発プログラムを開発・実施する「グローバルサイエンスキャ

ンパス」を実施した。 

   また、高等教育から大学教育まで一貫した人材育成のための研究開発を実施することを

目的として、東京都教育委員会と連携に関する協定を国立大学として初めて締結してい

る。 

『国際社会との対話力を持った教育研究の推進』に向けた取組 

◆教育基盤改革 

  平成 31 年 4 月に農学府（修士課程）を 9専攻から 1専攻 6コースに改組した。「ボー

ダーレス」をキーワードに、専門性と俯瞰性を併せ持つ次世代農学リーダーの育成を目標

として、専門分野間の学術交流の活性化を推進する内容となっている。 

同じく平成 31 年４月に工学部を 8学科から 6学科に改組した。欅型教育による工学系

知的プロフェッショナル人材の育成を基本方針に掲げ、3つの専門性の中で選択する分野

に応じて複数の学問分野をバランスよく学ぶことができる内容となっている。 

また、海外との学生交流を活性化するため、平成 31 年 4 月から全学的にクォーター制

を導入するとともに、その実質化のため、海外の大学との交換留学プログラムや国内の連

携大学との授業の実施時期や募集時期等の見直しを行った。 

◆教育の質保証・国際社会との対話力 

博士学位の質保証を担保するため、学位審査機構を設置し、各部局における博士課程の

学位審査の手続きが適正に実施されているか、審査を行っている。 
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また、ダブルディグリー協定に基づき、学生の派遣及び受入を行い、平成 31 年度（令

和元年度）には 3名の学生が本学及び協定大学（ガジャマダ大学、ミラノ大学、カリフォ

ルニア大学デービス校）で学位を授与された。 

さらに、英語により専門分野を学ぶためのプログラムを大学院の教育課程に取り入れる

検討を進めた結果、平成 31 年 4 月には本学の全ての大学院課程において英語のみで学位

取得が可能となるコースを設置した。 

◆他大学との連携による教育の実施 

電気通信大学、東京外国語大学との三大学連携により、自然科学と人文科学の専門性を

持ちつつ、総合的な外国語の実践力と国際感覚を備えた人材育成を目的とした「文理協働

型グローバル人材育成プログラム」を教育課程に発展させた「共同サステイナビリティ研

究専攻」を平成 31 年 4 月に設置した。 

 

研究関係 

『世界と競える先端研究力の強化』に向けた取組 

◆国際共同研究の推進（グローバルイノベーション研究院） 

グローバルイノベーション研究院では、3つの重点研究分野である食料・エネルギー・

ライフサイエンスについて、世界トップレベルの外国人研究者を雇用・招へいし、優れた

研究能力を持つ本学教員と戦略的研究チームを組織して、国際共同研究を推進した。 

  併せて、学長裁量経費による教員及び博士後期課程学生の海外渡航、海外研究者の招へ

いへの支援等を行い、国際共著論文数は大幅に増加した。 

これらの施策の結果、QSアジア大学ランキング 2020 において、教員当たり論文数で国

内 3位にランクインした。 

◆若手研究者、女性研究者の育成・支援 

平成 18 年度よりテニュアトラック制度を導入し、引き続き優秀な若手研究者の育成に

向けた先端研究に触れる環境の整備（グローバルイノベーション研究院へ配置）や、学内

の准教授を対象としたキャリアチャレンジ教授制度により、卓越した研究成果と意欲を持

つ優秀な若手准教授に早期に教授となる機会を与えている。 

  また、女性研究者の活動支援として、「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ

（牽引型）」において、国際共同研究に対する補助や、病児・病後保育等の利用に関する

補助、研究支援員の配置、将来の管理職候補となる女性教員の管理運営能力を養成する取

組等を行った。 

 

『日本の産業界を国際社会に向けて牽引』に向けた取組 

◆産学官連携の取組 

 産学官連携活動に資する外部資金への申請・取組を推進するため、JST との共催による

「東京農工大学新技術説明会」などの産学連携による研究成果の実用化を目指した取組を

行うとともに、大型の共同研究者に対する「産官学連携奨励費」の支給及び産学官連携ス

ペースの優先的使用権の付与等のインセンティブによる支援を実施した。 
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また、JST「産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム（OPERA）」による大型

共同研究を推進するとともに、大規模学術研究獲得 WG 及び融合研究支援制度「TAMAGO」

により、大規模なオープンイノベーションプロジェクトの育成を実施している。 

◆多様な機関との連携・協働による研究 

学長裁量経費による経費支援及びサバティカル制度の活用等により、毎年多数の教員や

博士（後期）課程学生を海外の大学や研究機関へ研究交流として派遣しており、国際共著

論文数の増につながっている。 

 

社会貢献・グローバル化関係 

社会連携・社会貢献（教育研究活動成果の発信） 

◆教育研究成果を題材とした公開講座、講演会等の実施 

本学所在地である東京都小金井市との連携による地域を結ぶネットワーク事業の一環と

しての「子ども科学教室」、高大連携事業のノウハウや本学の最新の研究成果等を活用した

中学生向けの「ジュニアサイエンスプログラム」や小中高生向けの農学・工学の基礎教育を

涵養する公開講座、学校教員対象の専門教育の公開講座及び自治体（府中市・小金井市）の

市民講座への講師派遣を行っている。 

また、SDGs の達成、2050 年石油ベースプラスチックゼロに向けて、使い捨てプラスチッ

クの削減と、課題解決のための新素材の創生等を含めた研究の推進に取り組む「農工大プラ

スチック削減 5R キャンパス」（TUAT Plastic 5R Campus）活動を宣言し、東京都とも連携協

定を締結し、使い捨てプラスチック削減の普及啓発活動を行った。 

『国際社会との対話力を持った教育研究の推進』に向けた取組 

◆グローバル化、留学支援 

学生の修学状況に合わせた留学プログラムの提供や留学サポート制度の拡充を行い、令

和元年度には合計 12 の留学プログラムを用意し、多数の留学者支援を行った。 

また、受入学生と日本人学生がともに学びながら日本での生活を助け合うバディ制度に

よる留学プログラムへの効果的な動機付けや、渡航中のリスク対策や安全確保の具体策等

を学ぶ海外渡航に関する危機管理セミナー等を実施し、留学・国際交流の支援を行った。 

 

 

（３）課題と対処方針等 

運営費交付金が年々縮減されていく状況下においても、本学では教育研究活動を着実に推進

していくため、業務運営の改善・効率化や経費の節減等に努めるとともに、自己収入の増加に

努めた。 

業務運営の改善・効率化として、効率的な大学運営や人員配置、組織のパフォーマンス向上

を念頭においた組織の見直しと業務改善を検討し、平成 31 年 4 月に事務組織の再編を実施し

た。 

また、部局における対応の迅速化を図るため、本部から地区事務部へ移管する業務や人員の

検討を進め、平成 31 年 4月に一部全学施設の事務を本部から地区事務部へ移管するなど合理化
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を行った。さらに、部を廃止し、担当次長制とすることで、業務状況に応じた柔軟な対応・業

務体制がとれるよう組織を整備した。 

その一方、管理費の削減に向けて四半期毎に執行状況の比較分析を行い、その結果を部局等

へフィードバックすることで、各部局の節減取組や取組の検討状況を可視化し、経費の節減等

に向けて更なる節減意識の醸成を図った。 

さらに令和元年度に電力供給契約の見直しを行い、契約単価の引き下げを図った。 

自己収入の増加として、外部資金獲得に向けて、大規模学術研究獲得 WG の設置、研究費獲得

のインセンティブ付与、教授会での外部資金申請情報の提供や各研究部門における申請書の指

導等を行った。 

このほか、学内施設の利用状況を徹底的に調査・分析をすることにより、平成 31 年度（令和

元年度）には栄町圃場の土地の売却を決定し、府中市との連携や、複数の仲介業者を指定した

こと及び売却予定地の近隣住民への対応をまとめることにより、売却見込額より約 4千万円高

く売却することが決まった。 

 

 

Ⅴ その他事業に関する事項 
１．予算、収支計画及び資金計画 
 
（１）予算 

    決算報告書参照 

（https://www.tuat.ac.jp/documents/tuat/outline/jyouhoukoukai/houjin/zaimu/ke

ssannh01.pdf） 

  

（２）収支計画 

    年度計画及び財務諸表（損益計算書）参照 

（https://www.tuat.ac.jp/documents/tuat/outline/kei_hyou/houjinnhyouka/plan_n

endo/h31keikaku.pdf） 

（https://www.tuat.ac.jp/documents/tuat/outline/jyouhoukoukai/houjin/zaimu/za

imusyohyou01.pdf） 

 

（３）資金計画 

    年度計画及び財務諸表（キャッシュ・フロー計算書）参照 

（https://www.tuat.ac.jp/documents/tuat/outline/kei_hyou/houjinnhyouka/plan_n

endo/h31keikaku.pdf） 

(https://www.tuat.ac.jp/documents/tuat/outline/jyouhoukoukai/houjin/zaimu/zai

musyohyou01.pdf） 

 

２．短期借入れの概要 

   該当なし 
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３．運営費交付金債務及び当期振替額の明細 

（１）運営費交付金債務の増減額の明細 

（単位：百万円） 

交付年度 期首残高 
交付金当

期交付額 

当期振替額 

期末残高 運営費交 

付金収益 

資産見返運 

営費交付金 

資本 

剰余金 
小計 

平成 28 年度 44 - 4 15 - 19 24 

平成 29 年度 253 - 34 2 - 36 217 

平成 30 年度 340 - 199 27 - 227 112 

平成 31 年度 

(令和元年度) 
- 6,508 6,066 60 - 6,126 381 

 

（２）運営費交付金債務の当期振替額の明細 

①平成 28 年度交付分 

（単位：百万円） 

区分 金額 内訳 

業務達成基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

4 

 

①業務達成基準を採用した事業等：学内プロジェクト 3件 

②当該業務に係る損益等  

ア)損益計算書に計上した費用の額：4 

 （一般管理費：3、教育経費：1、研究経費：0） 

イ)自己収入に係る収益計上額：- 

ウ)固定資産の取得額：15 

  （建物：11、建物附属設備：4） 

③運営費交付金収益化額及び振替額の積算根拠 

学内プロジェクト「耐震診断事業」「職員宿舎整備経費」に

ついては、予定していた計画を完了し、十分な成果を上げたこ

とが認められることから、当該業務に係る運営費交付金債務 9

百万円を全額収益化（振替）。 

その他の業務達成基準を採用している事業等については、

それぞれの事業等の成果の達成度合い等を勘案し、10 百万円

を収益化（振替）。 

資産見返運

営費交付金 

15 

 

資本剰余金 - 

計 19 

期間進行基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

-  

資産見返運

営費交付金 

- 

資本剰余金 - 

計 - 

費用進行基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

-  

資産見返運

営費交付金 

- 

資本剰余金 - 

計 - 
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国立大学法人

会計基準第 78

第 3 項による

振替額 

 -  

合計  19  

 

②平成 29 年度交付分 

（単位：百万円） 

区分 金額 内訳 

業務達成基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

34 

 

①業務達成基準を採用した事業等：機能強化経費 2件、学内プロ 

ジェクト 4件 

②当該業務に係る損益等  

ア)損益計算書に計上した費用の額：34 

 （一般管理費：3、研究経費：2、教育経費：9、教育研究支

援経費：3､人件費：15） 

イ)自己収入に係る収益計上額：- 

ウ)固定資産の取得額：2 

(建物附属設備：2) 

③運営費交付金収益化額及び振替額の積算根拠 

機能強化経費「西東京三大学連携」については、予定してい

た計画を完了し、十分な成果を上げたことが認められること

から、当該業務に係る運営費交付金債務 4 百万円を全額収益

化（振替）。 

学内プロジェクト「老朽設備の再生事業」については、予定

していた計画を完了し、十分な成果を上げたことが認められ

ることから、当該業務に係る運営費交付金債務 10 百万円を全

額収益化（振替）。 

 

その他の業務達成基準を採用している事業等については、

それぞれの事業等の成果の達成度合い等を勘案し、20 百万円

を収益化（振替）。 

資産見返運

営費交付金 

2 

 

資本剰余金 - 

計 36 

期間進行基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

-  

資産見返運

営費交付金 

- 

資本剰余金 - 

計 - 

費用進行基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

-  

資産見返運

営費交付金 

- 

資本剰余金 - 

計 - 

国立大学法人

会計基準第 78

第 3 項による

振替額 

 -  
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合計  36  

 

③平成 30 年度交付分 

（単位：百万円） 

区分 金額 内訳 

業務達成基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

124 ①業務達成基準を採用した事業等：機能強化経費 9件、学内プロ

ジェクト 3件 

②当該業務に係る損益等  

ア)損益計算書に計上した費用の額：124 

 （一般管理費：1、研究経費：15、教育経費：24、教育研究

支援経費：36､人件費：47） 

イ)自己収入に係る収益計上額：- 

ウ)固定資産の取得額：27 

（建物：12、建物附属設備：5、構築物：1、工具器具備品：8） 

③運営費交付金収益化額及び振替額の積算根拠 

機能強化経費「課題解決型を超えるイノベーションパラダ

イムに基づく融合光科学の創生」については、予定していた計

画を完了し、十分な成果を上げたことが認められることから、

当該業務に係る運営費交付金債務 14 百万円を全額収益化（振

替）。 

機能強化経費「双方向支援型イノベーション実践プログラ

ムの構築」については、予定していた計画を完了し、十分な成

果を上げたことが認められることから、当該業務に係る運営

費交付金債務 14 百万円を全額収益化（振替）。 

機能強化経費「国際高等教育院(仮称)設置構想」について

は、予定していた計画を完了し、十分な成果を上げたことが認

められることから、当該業務に係る運営費交付金債務 13 百万

円を全額収益化（振替） 

機能強化経費「先端産学連携研究推進センターの機能強化」

については、予定していた計画を完了し、十分な成果を上げた

ことが認められることから、当該業務に係る運営費交付金債

務 5百万円を全額収益化（振替）。 

機能強化経費「大学ガバナンス改革による世界水準の教育

研究活動の推進」については、予定していた計画を完了し、十

分な成果を上げたことが認められることから、当該業務に係

る運営費交付金債務 23 百万円を全額収益化（振替） 

機能強化経費「イノベーションパーク構想・フロンティア研

究環の設置」については、予定していた計画を完了し、十分な

成果を上げたことが認められることから、当該業務に係る運

営費交付金債務 28 百万円を全額収益化（振替） 

その他の業務達成基準を採用している事業等については、

それぞれの事業等の成果の達成度合い等を勘案し、54 百万円

を収益化（振替）。 

資産見返運

営費交付金 

27 

資本剰余金 - 

計 153 

期間進行基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

-  

資産見返運

営費交付金 

- 

資本剰余金 - 
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計 - 

費用進行基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

74  

①費用進行基準を採用した事業等：退職手当、年俸制導入促進費、

PCB 廃棄物処理費 

②当該業務に係る損益等  

ア)損益計算書に計上した費用の額：74 

（研究経費 44、人件費 30） 

イ)自己収入に係る収益計上額：- 

ウ)固定資産の取得額：- 

③運営費交付金収益化額及び振替額の積算根拠 

費用進行に伴い支出した運営費交付金債務74百万円を収益化

（振替）。 

資産見返運

営費交付金 

- 

資本剰余金 - 

計 74 

国立大学法人

会計基準第 78

第 3 項による

振替額 

 -  

合計  227  

 

④平成 31 年度（令和元年度）交付分 

（単位：百万円） 

区分 金額 内訳 

業務達成基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

99 ①業務達成基準を採用した事業等：機能強化経費 9件 

②当該業務に係る損益等  

ア)損益計算書に計上した費用の額：99 

 （一般管理費：3、研究経費：3、教育経費：5、教育研究支

援経費：15､人件費：72） 

イ)自己収入に係る収益計上額：- 

ウ)固定資産の取得額：1 

（工具器具備品：1） 

③運営費交付金収益化額及び振替額の積算根拠 

機能強化経費「先端産学連携研究推進センターの機能強化

（基盤的経費）」については、予定していた計画を完了し、十

分な成果を上げたことが認められることから、当該業務に係

る運営費交付金債務 29 百万円を全額収益化（振替）。 

機能強化経費「先端産学連携研究推進センターの機能強化

（事業推進費）」については、予定していた計画を完了し、十

分な成果を上げたことが認められることから、当該業務に係

る運営費交付金債務 2百万円を全額収益化（振替）。 

その他の業務達成基準を採用している事業等については、

それぞれの事業等の成果の達成度合い等を勘案し、69 百万円

を収益化（振替）。 

資産見返運

営費交付金 

1 

資本剰余金 - 

計 101 

期間進行基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

5,447 ①期間進行基準を採用した事業等：業務達成基準及び費用進行基

準を採用した業務以外のすべての業務 

②当該業務に係る損益等  

ア)損益計算書に計上した費用の額：5,447 

 （教育経費：15、研究経費：10、人件費：5,420） 

イ)自己収入に係る収益計上額：- 

ウ)固定資産の取得額：4 

資産見返運

営費交付金 

4 

資本剰余金 - 

計 5,452 
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（ソフトウェア：4） 

③運営費交付金収益化額及び振替額の積算根拠 

学生収容定員を一定数（90％）満たしていたため、期間進行業

務に係る運営費交付金債務を全額収益化（振替）。 

費用進行基準

による振替額 

運営費交付

金収益 

519 ①費用進行基準を採用した事業等：退職手当、年俸制導入促進費、

PCB 廃棄物処理費等 

②当該業務に係る損益等  

ア)損益計算書に計上した費用の額：519 

（一般管理費 3、教育経費：18、研究経費 96、教育研究支援経費：

1、人件費 400 

イ)自己収入に係る収益計上額：- 

ウ)固定資産の取得額：54 

（建物：14、建物附属設備：38、工具器具備品：1） 

③運営費交付金収益化額及び振替額の積算根拠 

費用進行に伴い支出した運営費交付金債務 519 百万円を収益

化（振替）。 

資産見返運

営費交付金 

54 

資本剰余金 - 

計 573 

国立大学法人

会計基準第 78

第 3 項による

振替額 

 -  

合計  6,126  

 

 

 

（３）運営費交付金債務残高の明細 

（単位：百万円） 

交付年度 運営費交付金債務残高 残高の発生理由及び収益化等の計画 

28 年度 業務達成基準

を採用した業

務に係る分 

23 ①業務達成基準を適用する学内プロジェクト 

・業務達成基準を適用する学内プロジェクトについて、計画段

階から複数年におよぶ計画事業であり、翌事業年度以降に実

施する計画分を債務として繰越したもの。 

・業務達成基準を適用する学内プロジェクトについては、翌事

業年度以降において計画どおりの成果を達成できる見込で

あり、当該債務は、翌事業年度以降で収益化する予定。 

期間進行基準

を採用した業

務に係る分 

1 定員充足率を満たさなかったことによる国庫納付分であり、第

3期中期目標期間最終年度に返還 

費用進行基準

を採用した業

務に係る分 

- 該当なし 

計 24  

29 年度 業務達成基準

を採用した業

務に係る分 

 

 

217 

 

①業務達成基準を適用する学内プロジェクト 

・業務達成基準を適用する学内プロジェクトについて、計画段

階から複数年におよぶ計画事業であり、翌事業年度以降に実

施する計画分を債務として繰越したもの。 

・業務達成基準を適用する学内プロジェクトについては、翌事
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業年度以降において計画どおりの成果を達成できる見込で

あり、当該債務は、翌事業年度以降で収益化する予定。 

②機能強化経費（国立大学機能強化） 

・「国立大学機能強化」事業は、計画段階から複数年におよぶ

計画事業であり、翌事業年度以降に実施する計画分を債務と

して繰越したもの。 

・「国立大学機能強化」事業については、翌事業年度以降にお

いて計画どおりの成果を達成できる見込であり、当該債務

は、翌事業年度以降で収益化する予定。 

 

期間進行基準

を採用した業

務に係る分 

- 該当なし 

 

費用進行基準

を採用した業

務に係る分 

- 該当なし 

計 217 
 

30 年度 

業務達成基準

を採用した業

務に係る分 

112 

①業務達成基準を適用する学内プロジェクト 

・業務達成基準を適用する学内プロジェクトについて、計画段

階から複数年におよぶ計画事業であり、翌事業年度以降に実

施する計画分を債務として繰越したもの。 

・業務達成基準を適用する学内プロジェクトについては、翌事

業年度以降において計画どおりの成果を達成できる見込で

あり、当該債務は、翌事業年度以降で収益化する予定。 

②機能強化経費（国立大学機能強化） 

・「国立大学機能強化」事業は、計画段階から複数年におよぶ

計画事業であり、翌事業年度以降に実施する計画分を債務と

して繰越したもの。 

・「国立大学機能強化」事業については、翌事業年度以降にお

いて計画どおりの成果を達成できる見込であり、当該債務

は、翌事業年度以降で収益化する予定。 

 期間進行基準

を採用した業

務に係る分 

- 該当なし 

 費用進行基準

を採用した業

務に係る分 

- 

該当なし 

 
計 112 

 

31 年度 

(令和 

元年度) 

業務達成基準

を採用した業

務に係る分 

378 

①業務達成基準を適用する学内プロジェクト 

・業務達成基準を適用する学内プロジェクトについて、計画段

階から複数年におよぶ計画事業であり、翌事業年度以降に実

施する計画分を債務として繰越したもの。 

・業務達成基準を適用する学内プロジェクトについては、翌事

業年度以降において計画どおりの成果を達成できる見込で

あり、当該債務は、翌事業年度以降で収益化する予定。 

②機能強化経費（国立大学機能強化） 

・「国立大学機能強化」事業は、計画段階から複数年におよぶ

計画事業であり、翌事業年度以降に実施する計画分を債務と
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して繰越したもの。 

・「国立大学機能強化」事業については、翌事業年度以降にお

いて計画どおりの成果を達成できる見込であり、当該債務は、

翌事業年度以降で収益化する予定。 

 期間進行基準

を採用した業

務に係る分 

- 

該当なし 

 費用進行基準

を採用した業

務に係る分 

3 

PCB 廃棄物処理費の執行残であり、翌事業年度以降に使用する

予定。 

 
計 381 
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（別紙１－１）

研

究

院

動 物 生 命 科 学 部 門
生 物 シ ス テ ム 科 学 部 門

生 命 機 能 科 学 部 門

生 物 生 産 科 学 部 門
共 生 持 続 社 会 学 部 門
応 用 生 命 化 学 部 門
生 物 制 御 科 学 部 門
環 境 資 源 物 質 科 学 部 門

農 学 研 究 院
物 質 循 環 環 境 科 学 部 門

（ 研 究 組 織 ）
自 然 環 境 保 全 学 部 門

応 用 化 学 部 門
先 端 機 械 シ ス テ ム 部 門
先 端 物 理 工 学 部 門

工 学 研 究 院
先 端 電 気 電 子 部 門

（ 研 究 組 織 ）
先 端 情 報 科 学 部 門

農 業 環 境 工 学 部 門
国 際 環 境 農 学 部 門

大

学

院

物 理 シ ス テ ム 工 学 専 攻
電 気 電 子 工 学 専 攻

工 学 府 情 報 工 学 専 攻
（ 博 士 課 程 ・ 専 門 職 学 位 課 程 ）

先 端 健 康 科 学 部 門
数 理 科 学 部 門
言 語 文 化 科 学 部 門

グローバルイノベーション研究院
（ 研 究 組 織 ）

生 命 工 学 専 攻
応 用 化 学 専 攻
機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻
電 子 情 報 工 学 専 攻

産 業 技 術 専 攻

生 命 工 学 専 攻
応 用 化 学 専 攻
機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻

監 事

学

長

共 同 獣 医 学 専 攻
役員会

学

府

経営協議会

農 学 府 農 学 専 攻

生 物 生 産 科 学 専 攻
応 用 生 命 科 学 専 攻

連 合 農 学 研 究 科 環 境 資 源 共 生 科 学 専 攻
（ 博 士 課 程 ） 農 業 環 境 工 学 専 攻

生 物 機 能 シ ス テ ム 科 学 専 攻

生 物 機 能 シ ス テ ム 科 学 専 攻
教 育 研 究
評 議 会 食料エネルギーシステム科学専攻

共 同 先 進 健 康 科 学 専 攻

生 物 シ ス テ ム 応 用 科 学 府
（ 博 士 課 程 ）

農 林 共 生 社 会 科 学 専 攻

テ ニ ュ ア ト ラ ッ ク 推 進 機 構
女 性 未 来 育 成 機 構

共同サステイナビリティ研究専攻

（博士前期課程）

（博士後期課程）

（専門職学位課程）

（博士前期課程）

（博士後期課程）

（一貫制博士課程）

（後期3年課程のみの博士課程）

（修士課程）

（博士課程）

（後期3年課程のみの博士課程）
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（別紙１－２）

地 域 生 態 シ ス テ ム 学 科
共 同 獣 医 学 科

農 学 部 附 属 広 域 都 市 圏
フ ィ ール ドサイエン ス教 育研究 セ ン タ ー

農 学 部 附 属 動 物 医 療 セ ン タ ー

学

部

農 学 部 附 属 硬 蛋 白 質 利 用 研 究 施 設

農 学 部 附 属 フ ロ ン テ ィ ア
農 学 教 育 研 究 セ ン タ ー

生 物 生 産 学 科
応 用 生 物 科 学 科

農 学 部 環 境 資 源 科 学 科

機 械 シ ス テ ム 工 学 科
知 能 情 報 シ ス テ ム 工 学 科

教員評価機構
工学部附属 ものづ くり創造工学セン ター

学位審査機構

農 学 部 附 属 国 際 家 畜 感 染 症
防 疫 研 究 教 育 セ ン タ ー

生 命 工 学 科
生 体 医 用 シ ス テ ム 工 学 科
応 用 化 学 科

工 学 部
化 学 物 理 工 学 科

科学博物館

環境安全管理センター

放射線研究室

イノベーション推進機構
監査室

コンプライアンス推進室

卓越リーダー養成機構

グローバル教育院

図書館

先端産学連携研究推進センター

保健管理センター

総合情報メディアセンター

学術研究支援総合センター

総務課

図書館支援室

企画課

学務課
教育支援室

入試企画課

研究支援課

国際交流室

入学試験室

府中地区事務部

小金井地区事務部

事務組織 　　事務局

戦略企画室
生物システム応用科学府事務室

学生支援室
総務室
会計室

施設整備課

学生支援室
総務室
会計室
附属センター事務室

情報化推進室
環境安全管理室

人事課

財務課

研究推進室
産学連携室
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（別紙２） 

■財務諸表の科目 

 １．貸借対照表 

【有形固定資産】 

土地、建物、構築物等、本学が長期にわたって使用する有形の固定資産。 

  【減価償却累計額】 

減価償却費の累計。 

  【減損損失累計額】 

    減損処理により資産の価額を減少させた累計額。 

  【その他の有形固定資産】 

図書、美術品・収蔵品、車両運搬具等。 

  【その他の固定資産】 

無形固定資産（特許権、ソフトウェア等）、投資その他の資産（投資有価証券等）。 

  【現金及び預金】 

現金と預金（普通預金及び通常貯金）の合計額。 

  【その他の流動資産】 

未収学生納付金収入、たな卸資産等が該当。 

  【資産見返負債】 

運営費交付金等により償却資産を取得した場合、当該償却資産の貸借対照表計上額と

同額を運営費交付金債務等から資産見返負債に振り替える。計上された資産見返負債

については、当該償却資産の減価償却を行う都度、それと同額を資産見返負債から資産

見返負債戻入（収益科目）に振り替える。 

  【長期借入金】 

事業資金の調達のため本学が借入れた長期借入金。 

【その他の固定負債】 

退職給付引当金、長期リース債務等。 

  【運営費交付金債務】 

国から交付された運営費交付金の未使用相当額。 

  【寄附金債務】 

寄附金の未使用相当額。 

  【未払金】 

本学の通常の業務活動に基づいて発生した債務。 

  【その他の流動負債】 

前受金、預り金等。 

  【政府出資金】 

国からの出資相当額。 

  【資本剰余金】 

国から交付された施設費等により取得した資産（建物等）等の相当額。 
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  【利益剰余金】 

本学の業務に関連して発生した剰余金の累計額。 

 

２．損益計算書 

  【業務費】 

本学の業務に要した経費。 

  【教育経費】 

本学の業務として学生等に対し行われる教育に要した経費。 

  【研究経費】 

本学の業務として行われる研究に要した経費。 

  【教育研究支援経費】 

附属図書館、総合情報メディアセンター等の特定の学部に所属せず、法人全体の教育及

び研究の双方を支援するために設置されている施設又は組織であって学生及び教員の

双方が利用するものの運営に要する経費。 

  【受託研究（事業）費等】 

受託研究、共同研究、受託事業等を行うために要した費用。 

  【人件費】 

本学の役員及び教職員の給与、賞与、法定福利費等の経費。 

  【一般管理費】 

本学の管理その他の業務を行うために要した経費。 

  【財務費用】 

支払利息等。 

  【雑損】 

業務費、一般管理費及び財務費用に含まれない費用で臨時損失に属さないもの。 

  【運営費交付金収益】 

運営費交付金のうち、当期の収益として認識した相当額。 

  【学生納付金収益】 

授業料収益、入学金収益、検定料収益の合計額。 

  【受託研究（事業）等収益】 

受託研究等収益、受託事業等収益の合計額。 

  【その他の収益】 

寄附金収益、補助金等収益、資産見返負債戻入、雑益等。 

  【臨時損失】 

固定資産の除却損等。 

  【臨時利益】 

臨時損失見合いの施設費補助金収益及び資産見返負債戻入、中期目標・中期計画の期

間の最終事業年度に当たり、精算のために振り替えた運営費交付金収益等。 
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３．キャッシュ・フロー計算書 

  【業務活動によるキャッシュ・フロー】 

原材料、商品又はサービスの購入による支出、人件費支出及び運営費交付金収入等の本

学の通常の業務の実施に係る資金の収支状況を表す。 

  【原材料、商品又はサービスの購入による支出】 

業務費に係る経費のうち、人件費支出及びその他の業務支出を除いた経費の支出。 

  【人件費支出】 

人件費の支出。 

  【その他の業務支出】 

一般管理費の支出。 

  【運営費交付金収入】 

運営費交付金の受入による収入。 

  【学生納付金収入】 

授業料収入、入学金収入、検定料収入の合計額。 

  【受託研究（事業）等収入】 

受託研究等収入、受託事業等収入の合計額。 

  【その他の業務収入】 

寄附金収入、間接経費収入、補助金等収入等。 

  【投資活動によるキャッシュ・フロー】 

固定資産や有価証券の取得・売却等による収入・支出等の将来に向けた運営基盤の確立

のために行われる投資活動に係る資金の収支状況を表す。 

  【財務活動によるキャッシュ・フロー】 

借入れによる収入・返済等による収入・支出等、資金の調達及び返済等に係る資金の収

支状況を表す。 

  【資金に係る換算差額】 

    外貨建資金の為替相場の変動による円貨増減額を表す。 

 

４．国立大学法人等業務実施コスト計算書 

  【国立大学法人等業務実施コスト】 

国立大学法人等の業務運営に関し、現在又は将来の税財源により負担すべきコスト。 

  【業務費用】 

本学の業務実施コストのうち、損益計算書上の費用から学生納付金等の自己収入を控

除した相当額。 

  【損益外減価償却相当額】 

講堂や実験棟等、当該施設の使用により一般に収益の獲得が予定されない資産の減価

償却費相当額。 

  【損益外利息費用相当額】 

講堂や実験棟等、当該施設の使用により一般に収益の獲得が予定されない資産に係る
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資産除去債務についての時の経過による調整額。 

  【損益外除売却差額相当額】 

講堂や実験棟等、当該施設の使用により一般に収益の獲得が予定されない資産を売却

や除去した場合における帳簿価額との差額相当額。 

  【引当外賞与増加見積額】 

財源措置が運営費交付金であることが明らかと認められる場合の賞与引当金相当額の

増加見積額。前事業年度との差額として計上（当事業年度における引当外賞与見積額の

総額は、貸借対照表に注記）。 

  【引当外退職給付増加見積額】 

財源措置が運営費交付金により行われることが明らかと認められる場合の退職給付引

当金相当額の増加見積額。前事業年度との差額として計上（当事業年度における引当外

退職給付見積額の総額は、貸借対照表に注記）。 

  【機会費用】 

国又は地方公共団体の財産を無償又は減額された使用料により賃貸した場合の本来負

担すべき金額等。 

 


